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　　　　　群指数 (言語理解 50 未満・知覚統合 79・






















































































（Table 1）対象児発話内容の分類と発話回数平均と標準偏差＜開始時より 15 分間＞
自閉症児の要求言語行動の援助に関する事例研究
30






表を Table 3 に示す。対象児と母親の発話回数変化の



































　 　Mean 　SD   
対象児 　52.2 　 19.0    
母親　 　97.4  　31.0    
     
     
Table　４-2　 対象児と母親の発話回数の相関
df ＝ 1 ＆ 18　 　 　 　
  Var.      r.      F      Test  
A1 × A2   -0.43    4.05      +  





       発話内容分類項目Ⅴやりとり発話（③要求）
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